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好
帯
茫
漑
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鶉
は
冬
飩
覇

鯰
一鶉
｝̈一鯰明輻
鶉鍼
栃
『

鱒
鑢
み
に
ド
ウ
決
吟
２
冠

小
竹

盪
轟
蓮
蜃
蜀
鯰
『一一』書と
鮨
榊

剣
道

の
第

６２
回
東
北

海
道
帯

広
大
会

（全

十
勝
剣

道

運
盟

主

催
）
が
‐８
日

、
帯
広

の
森
体
育

館

で
行
わ
れ

た

。
１０

チ

ー

ム
が

出
場

し
た
男

子
団
体
戦

５
段

以

上

の
部
は
、
帯
広
刑
務

所

Ａ
が

決
勝

で
幕
別
剣
連

Ａ
を

２

１
０

で
破
り
暉

時
、
壼

ム
刑
務
所
勢

と
し

て
３
運
稲

を
果
た

し
た
。

４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦

で
行
わ

れ
た
同
４
段
以

下
の
部

は
帯
広

警
察
署
が
制

し

た
。
女
子

団

体

画    悪

[男子何人戦3段以下の部渕揚】小竹拓実 佑、帯FS察署)力
`

延長で返しドウを決め、優勝をさらつた

す

る

こ
と

は

な

く

、

「
ど

ん
な

手
を
打

っ
て
く

る
か
分
か
ら
な

か

っ
た

」
。

先

に

メ

ン
を

奪

わ

れ
て
追
う
一展
開
と

な

っ
た
が
、

「自

分
か

ら
ガ

ン
ガ

ン
い

っ
て

取
り
返
す

一
と
奮

起

。

コ
テ
で

追

い
付

き

、
延

長

に
持

ち
込
ん

だ
。延

長
は
栗
栖

の
攻
勢

が
続

い

た
が
、

メ

ン
を
打

っ
て
き
た
と

こ
ろ

に
と

っ
さ

の
返

し
ド
ウ
が

決
ま

り

、
逆
転

勝

利

。

「
打

た

れ
て
は

い
た
が

う
ま
く

ド
ウ
が

入

っ
た
」

と
喜

ん
だ

。

「代
表
と
し
て

チ
ー
ム

一
丸
」

幕
広

刑

務

所
Ａ

〔
）

男
子
団
体
戦
５
段
以
上

の
部
は
帯
広
刑
務
所
Ａ
が
頂
点

に
立
ち
、
大
蒋
の̈
吉
見
健
太
郎

は

「連
覇
も
あ
る
が
、
刑
務
所

の
代
表
と
し
て
し

っ
か
り
と
し

帯
広
刑
務
所
勢
と
し
て

男
子
団
体
戦
５
段
以
上

の
部
で
３
連
覇
を
菜
た

し
た
帯
広
刑
務
所
Ａ

女
子
団
体
戦
２
連
覇
の

帯
広
徹
心
誼

男
子
団
体
戦
４
段
以
下

優
勝
の
帯
広
警
察
薔

個
人
織
各
部
優
勝
者

（左

か
ら
）
小
竹
綺
実
、
壺
守

将
也
、
江
田
孝
志
、
菊
地

由
利
香
、
太
田
袖
香

た
成
績
を
残
す
た
め
に
チ
ー
ム

一
丸
で
戦
う
こ
と
が
で
き
た
」

と
胸
を
張

っ
た
。

先
鋒

（せ
ん
ぼ
う
）

・
坂
本

優
、
中
堅

・
吉
岡
拓
人
、
大
将

・
吉
見
の
布
瞳
。
準
決
勝
で
は

帯
広
刑
務
所
Ｂ

（小
森
広
嗣
、

川
崎
広
昭
、
柴
崎
裕
介
）
と
当

た
り
、
２
１
０
で
勝
利
。

吉
見
は

「先
識
方
に
は
絶
対

負
け
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
戦

っ
た
。
日
頃
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
こ
と

へ
の
恩
返
し
が

で
き
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

一̈
帥
は
・

上
著
一

翻
帥
一

４

太

戦

た

人

つ

個

飾
一

子

を
・

は

陽
一

団
体
戦
の
雪
辱

果
た
し
初
の
Ｖ太

田

○
　

女
子
個
人
戦

４
段
以

上

の
部

は
今
春

、
十
勝

に
転

入

し

て
き
た
初
出

場

の
大

田
柏
書
が

制

し
た
。

国
士
錦
大
時
代

は
関
東

で
団

体
戦
優
勝

、
個

人
戦

２
Ｌ

の
経

歴

を
持

つ
２７
歳

０

一言
広
の
森
戻
宴
菫
馬
の
先
鋒

と

し
て
出
場

し
た
国

簸

は

決
勝

で
帯
広
徹

心
館

の
苦
同
″
娠
イと

引

き
分
け

、
チ

ー

ム
は

０
１

１

で
敗
れ
た

。
個
人
戦

で
は
準

決

勝

で
そ
の
吉
岡

か
ら

メ

ン
を

奪

い
、
勝
利

。
決
勝

で

は
同

じ
く

徹

心
館

の
西
守
絵

美

か
ら
延

長

戦

に

ツ
キ
で
勝
利

を

も
ぎ

取

っ

た
。

「
西
守

さ
ん

に
は
本
戦

で

い

い
と
こ
ろ
を
打
た
れ
て
い
た
の

で
焦

っ
て
い
た
。
最
後
は
思
い

切

っ
て
い
く
し
か
な
い
と
一棗
ロ

も
入
り
、
（相
手
の
）
中
心
が

ず
れ
た
の
で
う
ま
く
中
に
入
る

こ
と
が
で
き
た
。
十
勝
の
女
性

は
若
い
選
手
も
含
め
レ
ベ
ル
が

高
い
」
と
感
心
し
て
い
た
。

狙

い

絞

リ

ヨ

テ

男
子
個
人
戦
６
段
以
上
の
部

６
度
自
優
勝
の
江
田
孝
志
の
話

５
連
覇
を
達
成
し
た
翌
年
に

改
れ
、
そ
の
後
転
勤
で
帯
広
を

離
れ
て
い
た
。
再
び
帯
広
に
戻

っ
て
き
た
昨
年
は
出
場
で
き
な

か

っ
た
が
、
今
年
よ
う
や
く
出

場
が
か
な

っ
た
。
決
勝
の
増
谷

企
《
３

さ
ん
は
若
く
、
延
長

は
き
つ
か

っ
た
。疲
れ
も
あ
り
、

【
男
子
個
人
戦
６
設
以
上
の
部
決
勝
】
江
日
孝
志

も^
、
」〓
ム
警
察
署
）
か
延
長
戦
の
末
に
勝
利
、

相
手
の
背
０
高
か
っ
た
の
で
、

可
筆
墜
ン
し
て
ヨ
ア
に
狙
い
を

絞
り
込
ん
で
い
た
。
若
手
ｂ
力

を
伸
ば
し
て
お
り
、
楽
し
か

っ

た
。最

後
は
無
心
で
メ
ン

男
子
個
人

戦

４
　
５
段

の
部

で
優
勝

し
た

西
守
将
也

の
話

優
勝

は
３
年

ぶ
り
，
決
勝

の
坂

本
優

は
同
じ
刑

務
所

勢
と
し
て

お
互

い
に
手

の
内
を
知

っ
て

い

る

の
で
気
持

ち

の
ぶ

つ
か
り
合

い
だ

っ
た
。
先
行

し
た
後

に
追

い
付

か
れ
た
と

き
に
は
連
戦

の

疲

れ
も
あ

っ
て
心
が
折

れ
そ
う

に
な

っ
た
が

、
最
後
は
無

心
で

メ

ン
を
奪
う

こ
と
が

で
き
た

。
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